
「ささゆりバス」で下山へ!!

･･･交流事業への試み･･･

下山ささゆりバス委員会（岡崎市）

あいちエコモビリティライフ促進モデル事業

ささぴー



◆下山地区の位置

下山地区

東岡崎駅

ＪＲ岡崎駅

市民病院

岡崎げんき館

豊　田　市

「ささゆりバス」で下山へ!! 



◆下山地区乗合タクシー「ささゆりバス」 「ささゆりバス」で下山へ!! 



酒蔵

桜街道炭焼の森

保久町風景

◆下山の景色 「ささゆりバス」で下山へ!! 



運行開始日 平成２１年３月２日

運行日 月曜日～金曜日

運行本数 ８便（市街地６便、地区内２便）

運行エリア 地区内⇔市街地

運行距離(1便) 保久-岡崎げんき館２１km

運賃
200・300・500円
小学生～高校生半額、未就学児無料

運行車両 ジャンボタクシー（定員９人）

地元組織 ささゆりバス委員会２６名

運行事業者 岡東運輸㈱

平均乗車人数 １７人／日

◆ささゆりバスの概要 「ささゆりバス」で下山へ!! 



◇住民によるバス委員会を発足(Ｈ
20.6)

◇高校生以上の住民対象にアンケ
ートを実施

◇バスのルートやバス停の位置など
を設定

◇走行実験を実施
◇間伐材を使って住民手作りのバス
停を設置

◇出発式を企画・実施

◆バス運行までの委員会の取組み 「ささゆりバス」で下山へ!! 



◆事業の概要と結果

１．ささゆりバス・ウォーキングを開催

「ささゆりバス」で下山へ!! 



実 施 日 参加者 参加者の主な感想・意見等

11/13（金） 5名 ・後期高齢者にはやや厳しい？ ・地元の産物が買えるといい。
・休憩場所がほしい。 ・季節を変えてまた来たい。
・土地の人の話が聞きたかった。

1/22（金） 2名 ・桜の咲くころに訪れたい。 ・無理の無いコースでした。
・説明も詳しくてよかった。 ・地元の人の頑張りがよく分る。
・炭窯で子どものころを思い出した。

1/29（金） 8名 ・下山にもこんなところがあるのか…！
・季節を変えてまた来たい。
・後期高齢者でも無理の無いコースでした。
・山道（古道）や旧跡など興味深く参加できた。
・今後も里山ウォークに来たい。 ・バス送迎で有難い。
・田舎の暮らしは大変だと思った。 ・起伏ある山里は素敵！

2/5（金） 4名 ・適当な案内でした。 ・心のふるさとのような下山に感慨無量！
・バスも快適。ささゆりの咲く時期に訪れたい。
・マップも助かります。 ・郷土愛がひしひしと伝わりました。

2/19（金） 1名 ・コースは良い。春に再度訪れたい。

「ささゆりバス」で下山へ!! ◆事業の概要と結果



２．告知用チラシを作成

◆事業の概要と結果 「ささゆりバス」で下山へ!! 



◆事業の概要と結果

３．ウォーキングマップを作成



◆事業の概要と結果

４．コース案内板を製作・設置

「ささゆりバス」で下山へ!! 



◆事業の概要と結果

５．ガイド養成講座を実施

「ささゆりバス」で下山へ!! 



• 参加者からはコース・内容とも満足した旨の評価が
あり、当学区へ関心を持っていただけた

• ガイドでは単に史跡の説明だけでなく、昔の暮らしや
地域の現状なども交えて説明したことで、田舎の生
活を理解してもらえた

◆事業の効果及び今後の展開 「ささゆりバス」で下山へ!! 

中山間地域・下山地区に関心を持ってもらえた。



• 山桜やささゆりの季節などに再度来訪したいという希
望が多くあった

• 四季を通じて楽しめるコースを検討したい

• エコモビ事業で作成したパンフレットや案内板等を活
用していきたい

◆事業の効果及び今後の展開 「ささゆりバス」で下山へ!! 

再度訪れたいという希望が多くあった。



◆事業の効果及び今後の展開 「ささゆりバス」で下山へ!! 

• 学区イベントでの経験を生かし、農家の協力で実施
• 柴田酒造場の店先を借りて設置
• 小規模だが「物産品販売」の仕組みを作ることができた

地元の物産品販売の希望が多かった。



• 歴史以外に自然環境などを学ぶ講座も開催したい
• 各地の自然体験ウォークへ参加して、ガイドとしてのノウ
ハウを身につけたい

• 通年開催のウォーキングに常時対応できるようにしたい

◆事業の効果及び今後の展開 「ささゆりバス」で下山へ!! 

ガイド養成講座に予想以上の参加があった。



１.さらに地域をどのように巻き込んで、どのような方向
で拡大・グレードアップしていくのか課題。

２.ささゆりバスの利用拡大に向けたバスサポーターの
募集なども検討していきたい。

３.どのような手段で企画の広報ＰＲ活動を行うか検討
を要する。

４.ささゆりバス以外での来訪者へのガイドについて対
応検討を要する。

◆今後の課題 「ささゆりバス」で下山へ!! 

※過疎化が進む地域状況のなかで、地域の公共交通を
住民の手で維持していく取組みなどを通じ、住民が自分
たちの住む地域に愛着と誇りをもち、生活に潤いと活力
を持つ契機になればと願っている。



ご清聴
ありがとう

ございました。

ささぴー


